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災害時安定供給施設

中田図書室／☎0220（34）8081

手ぬいでちょこっと洋服
お直し
鵜飼睦子／監修

サイズ直しやトラブル解決。
針と糸さえあれば気軽にでき
るお直し方法を紹介します。

13歳からの
ことば事典
矢野耕平／著

「キモイ」「ウザい」…言い
換えると ?語

ご

彙
い

力＆表現力
を伸ばす心情語を解説。

とんだ、とべた、
またとべた！
森山京／作

なわとびを練習するクマの子
と、それを応援するリスのお
じいさんの心やさしい物語。

ちいさなきしゃと
おおきなおきゃくさん
クリス・ウォーメル／作・絵

小さな汽車に乗り込んでき
た大きな3頭のお客さん。
一体どうなる ?ハラハラド
キドキの絵本。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

うつろ屋軍師
蓑
みの

輪
わ

諒／著

123万石が僅
わず

か 4万石に !?
「空

う つ ろ

論屋」の新米家老と城オ
タクの若殿による戦国最大
の敗者復活劇。

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８
時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 11月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報と
め」10月21日号に掲載

　

国
民
年
金

制
度
で
は
、

国
内
に
居
住

す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
に
、
年

金
制
度
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次

の
３
種
類
に
な
り
ま
す
。
届
け
出

は
、
加
入
時
だ
け
で
は
な
く
種
別

が
変
わ
っ
た
時
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
る

と
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
年
金
手
帳

を
添
え
て
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
し

ま
し
ょ
う
。

◉

＝
自
営
業
や

農
業
・
漁
業
と
そ
の
配
偶
者
、
20

歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
な

ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
加
入
や

種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
お
住
ま

い
の
あ
る
市
町
村
の
国
民
年
金
担

当
窓
口（
各
総
合
支
所
窓
口
）で
行

い
ま
す
。

◉

＝
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
組
合
加
入
者
が
対
象
に
な
り

人はなぜ、同じ間違い
をくり返すのか
野崎昭弘／著

「またやってしまった…」そ
の失敗を成功の「糧」にする
ための「間違い学」のすすめ。

　

が
ん
患
者
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

が
気
楽
に
集
ま
り
、
お
茶
や
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
工
夫
な

ど
を
語
り
合
え
る
場
「
ホ
ッ
と
サ

ロ
ン
と
め
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
悩
み

や
不
安
を
解
消
、
明
る
く
前
向
き

に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
機
会
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

開
催
会
場
は
３
カ
所
で
、
ど
の

会
場
へ
も
参
加
で
き
ま
す
。
時
間

内
の
入
退
室
は
自
由
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉

11
月
10
日（
月
）、
12

月
８
日（
月
）、
１
月
13
日（
火
）、

２
月
９
日（
月
）、
３
月
９
日（
月
）

◉

10
月
15
日（
水
）、
11

月
19
日（
水
）、
12
月
17
日（
水
）、

１
月
21
日（
水
）、２
月
18
日（
水
）、

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
ご
予
約
願
い

ま
す
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
月
18
日（
水
）

◉

10
月
20
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

タ
オ
ル
帽

子
は
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
１

枚
で
、
ど
な

た
で
も
簡
単

に
作
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。「
岩
手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
」
が
、

抗
が
ん
剤
治
療
で
脱
毛
し
た
人
の

た
め
に
考
え
た
も
の
で
、
こ
の
会

の
指
導
の
下
で
制
作
し
て
い
ま

す
。

　

脱
毛
さ
れ
た
人
や
ご
家
族
、
大

切
な
誰
か
の
た
め
に
一
緒
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
病
院
地
域
医
療
連

携
セ
ン
タ
ー（
が
ん
相
談
支
援
室
）

10
月
９
日（
木
）、
23

日（
木
）、
11
月
13
日（
木
）、
27
日

（
木
）、
12
月
11
日（
木
）、
25
日

（
木
）、
１
月
８
日（
木
）、
22
日

（
木
）、２
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）、

３
月
12
日（
木
）、
26
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら（
２

ま
す
。
加
入
の
手
続
き
は
勤
め
先

や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

◉

＝
国
民
年
金

の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
が
対
象
で
す
。
届

け
出
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
勤

務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

◉
　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
す
る

と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３
号
被

保
険
者
に
な
る
場
合
を
除
く
）
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
人
も
第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◉
　

第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３

号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

◉
　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
配
偶
者
が
、
第

３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

（
例
）
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職

し
、
配
偶
者
の
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

時
。
第
１
号
被
保
険
者
が
配
偶
者

の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
。

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６ 

☎

◉

　

10
月
25
日（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

佐
沼

講
演
「
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
」
／
講
師
＝
東
京
都
立
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
生
活
支

援
課
長
・
東
京
都
立
川
市
南
部
西

ふ
じ
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
＝
山
本
繁し

げ

樹き

氏

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

２
０
０
人（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
調
整
と
な
り
ま
す
）

無
料

県

東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所（
成
人
・
高
齢
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
７

０
２
２
０（
２
２
）９
２
４
２

　

☎

時
間
程
度
）千

円（
型
紙
代
な
ど
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

10
月
23
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務
所 （
お
客
様
相
談

室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４


